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研究トピックス

 新害虫の正体解明
―吉武さんが発表したワサビルリイロサルゾウムシと
近縁2種の標本を見ましたが、とても小さくてびっく
りしました。素人には区別がつかないですね。

　そうですね。けれども調べてみると、見た目（形
態）、食べるもの（食性）、生活スタイル（生態）、
住んでいる場所（分布）などがずい分違うんです。

―ゾウムシと聞くと、米びつにつくコクゾウムシを思
い浮かべます。

　ゾウムシの仲間には他にも多くの農業害虫がい
ます。ゾウの鼻のように長く伸びた口

こう

吻
ふん

で、植物
に卵を産むための穴をあけますが、種ごとに特定
の植物の特定の部位につくことが多く、それぞれ
の生活スタイルに合った形に進化しています。

―新種はどのように見つけたのですか。

　見つけたと言うよりは「定義して名づけた」と
いうことでしょうか。1999年に岩手県で見慣れ
ないゾウムシによる畑ワサビの被害が発生し、そ
の分析・鑑定（同定）を、当時大学院でゾウムシ
の研究をしていた僕が行いました。その時、恥ず
かしながら、間違って既知のミドリサルゾウムシ
と同定してしまったんです。その後2003年に調
べ直し、ミドリサルゾウムシでないとわかり、県
の担当者に連絡して不明種としてもらいました。
ところが2006年、「農林有害動物・昆虫名
鑑（増補改訂版）」（害虫防除に携わる
人が頻繁に使う重要な資料）に、ミ
ドリサルゾウムシはワサビの害虫
でもあると記載されてしまいまし
た。

―間違って記載されたのですね。

　ミドリサルゾウムシはアブラナ
科野菜の害虫で、幼虫は鞘の中にし
か入りません。そのため発生時期が限ら

れており、殺虫剤の散布時期を決めやすい。け
れど、ワサビの害虫ゾウムシの幼虫は茎の中に
入るので、防除の仕方が違ってきます。混乱が
続くとまずいなと思いました。ちょうどその頃、
農環研に就職し、業務として同定に取り組むこ
とができました。調べていくと、このゾウムシ
は極東ロシアや朝鮮半島に生息するルリイロサ
ルゾウムシに最も近いことがわかりました。け
れども、はたしてそれと同じものなのか、違う
ものなのか確証が持てませんでした。

―新種だと確信したのはいつですか？

　2009年にドイツのドレスデンにある博物館
で、ルリイロサルゾウムシのタイプ標本（分類
学上基準となる標本）を見た時、新種であると断
定できました。その標本とワサビの害虫ゾウム
シは形態的にはっきりと違っていたのです。そ
の後、学会で発表したり、論文を書いたり…。

―新種はワサビにだけ寄生する日本固有種だそうです
が、静岡の水田ワサビにはいないのですか。

　現時点では、北海道と本州北部のワサビ畑で
しか見つかっていませんが、まだ良くわかりま
せん。ワサビは日本の山地に広く自生していま
すから、今後の調査で分布域は広がるかも知れ

ませんね。

―昔から日本にいる昆虫が、昔から栽培
されているワサビの新害虫とは不思議
な気がします。

　実は良くある話なんです。農家
の人は経済的な被害をもたらさな
い限り農地に生息する昆虫を問題
視しません。それが、何らかの要
因で被害が顕在化して初めて、「この

害虫なんだ？」ということになる。そう
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いう“潜在的な害虫”は結構いるんですよ。今回の
ケースでは農家への聞き取り調査によって被害発
生以前からワサビ畑にゾウムシが生息していたら
しいことがわかっています。ですから、それまで
被害報告がなかったから いなかったのではなく、
被害が大したことなかったということなんだと思
います。

―新しい害虫に名前をつけて、役立ったことは？

　それはこれからです。新害虫が発生した時、岩
手県の関係者は苦労して防除法を見つけ、今は被
害が収束しています。今後どこかで同様の被害が
発生した時は、「ワサビルリイロサルゾウムシ」と
検索すれば、防除に関する情報を簡単に手に入れ
られます。つまり、生物の種名は情報を取得する
時の検索キーワードなんです。名前がわかればそ
の種に関する情報を簡単に取得できる。逆に、名
前がないと何も始まらない。防除に限らず、自然
科学のあらゆる分野にとって、生物種を同定する
分類学は必要不可欠な存在なのです。

 昆虫の分類学研究
―普段どんな仕事をしているか教え
てください。

　大きく分けると、昆虫類の分
析・鑑定、ゾウムシ類の分類学
的研究、甲虫類の情報データ
ベースの作成でしょうか。農
環研は、大学や植物防疫所、
農業試験場などから依頼を受
け、昆虫の分析・鑑定を行
っています。そのため、日
ごろから、図鑑や論文な
どの関連資料と標本を見比
べ、広い範囲の昆虫を同定
できるようトレーニングし
ています。今回の件では同
定には細心の注意を払わなく
てはいけないと改めて実感さ
せられました。今では、分析・
鑑定には時間をかけ、すぐに
わかったつもりになっても、
ひと呼吸置いて再確認して
から結果を報告するように

心がけています。
　外部から持ち込まれ
る昆虫を調べるだけでな
く、所蔵標本を調べたり、
野外調査によって標本や
生態・分布情報を収集し
て、ゾウムシ類の分類学
的研究も行っています。そ
して、得られた新しい知見
を論文にして発表しています。

―新種の発表とはどのようにするのですか。

　まず名前を考えます。今回の場合では、
Ceutorhynchus wasabi（ケウトリンクス ワ
サビ）というのが国際的に認められた学名、ワ
サビルリイロサルゾウムシというのが和名、
Yoshitakeは命名者名です。次に、形態（種の特
徴）を記述し、生態や分布に関する情報をまとめ
ます。さらに、近似種との区別点を明記した上で
これらの知見を論文として発表します。近似種
との区別点は、他の人が簡単に区別できるよう、
種の特徴の中からエッセンスだけを抽出します。

―分類する時に注目するポイントはありますか？

　昆虫群ごとに固有の同定ポイントがあります。
例えば、蝶

ちょう

や蛾
が

などでは、翅
はね

の形や色、斑紋が
重要な識別点となります。甲虫類では、体表面
の構造や被覆物（毛や鱗

りん

片
ぺん

など）、体の各部位の
形や構造が重要です。一般的には、雌雄の生殖
器が種を識別する上での決定打になることが多
いです。形や大きさが違うと交尾が困難ですか
ら。ただし、生殖器の違いは解剖しなくてはわ
からないので、提示する区別点はできるだけ外
部の特徴にします。全体をくまなく調べ、さら
に複数の個体を調べて種内変異を把握し、慎重
に決めます。今回のように突起があるとか無い
とかいうのは、とてもわかりやすい区別点です
が、そうもいかない場合もあります。

―DNAによる分類はどうですか。

　形態だけではっきり区別できる場合には、手
間暇かけてDNAを調べる必要は必ずしもありま
せん。しかし、形態では区別がつかないほどよ
く似た種同士を同定する時に、DNA分析は強力
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なツールになります。また、種ご
とのDNA情報が整備されている
仲間では、昆虫学的な知識がなく
てもDNAを分析すれば同定が可
能です。けれども、進化の過程で
ごくごく最近分かれたばかりの種
や、今まさに分かれつつある種は、
形態的にも遺伝的にも区別がつき
にくく、DNAと形態の両方を調
べても結論を下せないこともあり
ます。そういう時には生態情報、
たとえば、明らかに食性が異なる
（違うものを食べている）というよう
なことが分かれば、分類するうえで大き
な判断材料となります。

―形態以外の情報も大切なのですね。

　形態だけでなく、分子情報や生態情報、分布情
報といった多種多様なデータを総合的に考え合わ
せて結論を下すのが分類学です。だだ、分析・鑑
定だと標本だけ送られてくる場合が多いので、形
態が主とならざるを得ないことが多いです。

 農業環境研究の縁の下の力持ち
―昆虫の分類学を研究するきっかけは？

　「見たい、知りたい、触りたい」という昆虫に対
する本能的な欲求が僕の原動力です。幼い頃から
昆虫が大好きで、昆虫学者になる夢をずっと抱き
続けてきました。成長の過程で、昆虫についての
知識を深めるためには、何よりもまず名前を知る
必要があると経験的に理解し、以来、名前を調べ
ることにこだわり続けています。

―研究で困難に感じることは？

　新種の数でしょうか。今までに僕が名前をつけ
たのはせいぜい何十で、一生かかってもできる研
究は微々たるものです。国内外の研究機関や博
物館にある膨大な標本を見るたびに、例え一度や
二度生まれ変わっても、とても研究しきれないと
絶望的な気持ちになります。逆に言うと、自分の
研究範囲をどう区切るかを考えなければなりませ
ん。僕の場合は、農業と農学に役立つ範囲内で研
究を行っています。

―研究していて、わくわくする時は？

　かっこいい新種を見つけた時や、自分が見た
ことのないような虫と出会った時には、本当に
わくわくしますね。もちろん、自分の研究成果
を使って誰かが生態学の論文を書いたり、ある
いは防除に役立ったりすると、やりがいを感じ
ます。分類は基礎的学問領域なので、その成果
を誰かに使ってもらわなければ意味がありませ
ん。研究を行うことが、社会的、学問的にどう
役立つのか、自分の研究の位置づけは常に意識
しますね。

―たえず自分の研究の役割を意識しているんですね。

　僕らの研究成果を使う研究は時代時代で変わっ
ていきますから、情報の提示の仕方は考えます。
たとえば、単なる新種記載なら形態がメインです
が、生物多様性保全との関わりなら、もう少し詳
しく生態を調べたりとか…。その時は生態学者と
共同で研究することになると思います。今回は、
農業害虫が対象ということで、岩手県農業研究セ
ンターや岩手県中央農業普及センターなどと共同
研究を行いました。これからも、その時々で必要
に応じて他の研究者たちと連携しながら柔軟に研
究を進めていきたいと思います。例え自分が目立
たなくても、一分類学者として農業環境研究分野
での縁の下の力持ちでありつづけたいですね。
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